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Abstract
　The purpose of this study was to examine the relationships between total base-running time over 
one full lap, split lap times between bases, and simple physical fitness tests in male college baseball 
players. Eighteen male college baseball players （age: 18-22 y） performed a full-lap base-running test on 
a regulation baseball field. Total running time and split lap times between bases were measured using 
photocell timing gates. Physical fitness assessments included handgrip strength, standing long jump, pro-
agility test, and standing forward-bending. Pearson’s correlation coefficients were calculated to examine 
the relationships between base-running performance and physical fitness measures. Total base-running 
time showed strong positive correlations with all split lap times between bases （r = 0.84–0.91, P < 0.01）. 
Significant correlations were also observed among split lap times （r = 0.58–0.80, P < 0.05）. However, no 
significant correlations were found between total or split base-running times and any physical fitness 
test variables （|r| = 0.01–0.34, P > 0.05）. These findings indicate that base-running performance over 
one full lap in male college baseball players cannot be adequately explained by simple physical fitness 
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tests. Therefore, base-running performance in male college baseball players appears to be more strongly 
determined by sport-specific skills, such as the modulation of whole-body movement during curved 
running and the optimization of running lines. 

キーワード：野球，ベースランニング，スプリントパフォーマンス，敏捷性，基礎体力
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緒言

　野球競技におけるベースランニングは打撃や守備と並
ぶ基本技能の一つであり，試合中の進塁および得点機会
に直接的な影響を及ぼす重要な要素である．特に長打時
の走塁では，走行速度のみならず，塁間の加速および減
速，曲線走，塁に触れる動作，および方向転換を含む複
合的な運動遂行能力が要求される．このような背景か
ら，走塁能力を客観的に評価しその規定要因を明らかに
することは，競技力向上およびトレーニング設計の観点
から重要な課題と言える．
　アスリートの走行において，下肢筋力や筋パワーと
いった体力的要因がスプリント力の規定因子となること
が報告されている1）．これまでの野球の走塁研究では，
本塁から 1 塁までの到達タイムを指標とした研究が多数
報告されてきた．そして，本塁からファールラインまで
の加速度の高さが 1 塁に早く到達するために重要である
こと2）や，プライオメトリクストレーニングによって少
年野球選手の 1 塁到達タイムが短縮すること3）などが明
らかにされている．しかし，本塁から 1 塁までの走塁
は，競技中における走塁局面の一部に過ぎず，複数塁を
またぐ走塁やベース 1 周の走塁は十分に研究されている
とは言い難い．特に，野球選手と陸上競技選手のベース
ランニング動作を比較した研究では走行様式や運動特性
に明確な競技特性の違いがあり，野球における走塁は単
なるスプリント能力だけで決定されない可能性が示され
ている4）．
　小学生男子野球選手を対象とした研究では，立ち幅跳
び，握力，方向転換能力といった基礎体力とベース 1 周
および塁間のランニングタイムとの間に有意な関連が認
められており5），発育段階においては体力要因が走塁パ
フォーマンスに強く寄与する可能性がある．一方で，大
学野球選手を対象とした研究では，本塁から 2 塁までの
走塁タイムが，単純な直線スプリント能力のみではなく
走行経路や塁間における速度変化の影響を受けることが

示されている6）．つまり，複数塁をまたぐ走塁は体力的
要素と走塁の技術的要素で規定される複合的パフォーマ
ンスであると考えられる．
　1 周のベースランニングには複数回の曲線走が含まれ
る．曲線走中は，身体に生じる遠心力に対応するための
下肢関節運動調整の必要性が要因となり，直線走と比較
して最大走速度が制限されることが報告されている7）．
さらに，曲線走中は左右脚の機能が異なり8），両脚間で
力発揮パターンが非対称になることが明らかにされて
いる9）．また，サッカー選手を対象とした研究において
も，曲線走能力は直線スプリント能力や跳躍能力と必ず
しも強く関連しないことが報告されている10）．
　アスリートの方向転換能力はアジリティテストで評価
される．しかし，アジリティテストは直線スプリント能
力の影響が強く反映されるため，方向転換能力と直線
スプリント力を分けて評価する必要性が指摘されてい
る11）．さらに，一般的なアジリティテストは競技の動作
特性を十分に反映しない可能性も指摘されている12，13）．
野球の走塁における方向転換は急激な切り返し動作では
ないが，なだらかな曲線走でもない．したがって，複数
塁の走塁能力と方向転換能力がどの程度関連するかは現
時点では不明である．
　2 塁までの走塁には直線的スプリント能力だけでな
く，走塁技術も影響する6）ため，1 周のベースランニン
グでは体力的要素あるいは技術的要素のどちらかの影響
がさらに大きくなる可能性がある．しかし，ベースラン
ニング 1 周の時間的評価と簡便な体力テストとの関連は
少年野球選手では調査されている5）ものの，身体的に成
熟した野球選手ではこれまでに検討されていないのが現
状である．この点が明らかになれば，選手の発育段階に
応じた走塁パフォーマンス向上のための要因を定量的に
示すことができる．そこで本研究は，大学生男子野球選
手を対象として，ベースランニング 1 周の総時間および
塁間ラップタイムと簡便な体力テストとの関連を検討す
ることで，複数塁の走塁パフォーマンスにおける行動的
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メカニズムを明らかにすることを目的とした．本研究で
は，光電管を用いてベースランニング 1 周の総時間およ
び塁間ラップタイムを測定し，立ち幅跳び，プロアジリ
ティテスト，握力，立位体前屈との関連を検討する．本
研究の作業仮説は，走塁の時間的評価は下肢の瞬発力お
よび敏捷性を反映する体力テスト結果とある程度の強さ
の有意な関連を示すものとした．

方法

被験者
　被験者は大学の野球部に所属する男子選手 18 名（年
齢：18–22 歳）とした．実験に参加する前に全ての被験
者に対して研究目的を口頭と書面で説明し，書面にてイ
ンフォームドコンセントを得た．本研究の実験手順は，
追手門学院大学研究倫理審査委員会から事前に実施の承
認を得た（承認番号 2022-10）．

ベースランニングタイムの計測
　公式規定に基づき，各塁間を 27.431m に設定して測
定を行った．走行中のズレを防ぐため，各ベースは専
用の器具で地面に固定した．各塁の中央地点を通過す
る際のタイムを記録するため，4 組の光電管（Witty，
Microgate，アメリカ）を配置した．この際，選手の走
行を妨げないよう，光電管のユニット間には十分な距離
を確保した．タイムは 100 分の 1 秒単位で集計した．被
験者は本塁から 1 周の全力疾走を 2 回行い，試技の間に
は 5 分以上のインターバルを設けた．2 回の試技のうち，
最短のタイムを分析対象とした．

体力テスト
　野球の走塁には，爆発的な加速力に加えて，精度の高
いコーナリングを可能にする敏捷性が不可欠である．そ
こで，全身の筋量と瞬発力の指標として握力および立ち
幅跳び14）を測定項目に含めた．また，敏捷性を評価す
るために側方へのプロアジリティテストを採用した15）．
さらに，少年野球選手の投球能力と柔軟性の関連性16）

を踏まえ，柔軟性の評価として立位体前屈を採用した．
　握力はスメドレー式握力計（TKK5401，竹井機器工
業株式会社，日本）を使用して計測した．握力計のグ
リップを被験者ごとに最適な幅に調整し，直立姿勢で握
力を測定した．握力測定は左右各 2 回ずつ実施し，それ
ぞれの最大値を抽出して分析に用いた．評価は 0.1kg 単

位とした．
　立ち幅跳びは平坦な地面の上で実施した．被験者に，
開始線につま先を合わせた状態から前方へ最大限跳躍さ
せた．5m の巻尺を用い，踏切線から着地した踵の後端
までの距離を 2 名の測定者が目視で確認した．2 回の試
技のうち，より遠くへ跳んだ記録を分析対象とした．評
価は 100 分の 1m 単位とした．
　プロアジリティテストは側方プロアジリティテストを
実施した．基準線から左右に 5m 離れた場所に基準線と
平行のラインを引き，基準線通過時に光電管が作動する
ように設置した．被験者は中央から左右いずれかの方向
へ 5m 走り，ラインに触れた，または超えた直後に反転
して反対側のラインまで 10m 疾走し，再度反転して中
央の基準線を通過するまでの時間を計測した．左開始と
右開始をそれぞれ 2 回行い，最速の記録を評価対象とし
た．評価は 100 分の 1 秒単位とした．
　 立 位 体 前 屈 は 高 さ 45cm の プ ラ イ オ ボ ッ ク ス

（3833A791，株式会社ニシ・スポーツ，日本）を用いて
測定した．被験者にボックス上面でつま先を端に合わ
せ，膝を曲げずに上体を深く前傾させ，指先を出来る限
り下方に到達させた．被験者の指先が停止した位置と
ボックス上面との距離を定規で計測し，上面より下方の
場合はプラス，上方の場合はマイナスの値として記録し
た．2 回の試技のうち，より柔軟性の高い数値を採用し
た．評価は 10 分の 1cm 単位とした．

データ分析および統計分析
　ベースランニングは，1 周の総時間および各区間（本
塁－ 1 塁，1 塁－ 2 塁，2 塁－ 3 塁，3 塁－本塁）のラッ
プタイムを算出した．握力は左右の平均値を，プロアジ
リティテストは左右開始試技の平均値をそれぞれ代表値
とした．
　全ての評価指標について Shapiro-Wilk 検定によって
データの正規性を検討した．塁間のラップタイムについ
て，隣接する区間とのタイムをボンフェローニ法で有意
水準を補正した対応のある t 検定を用いて比較した．各
測定項目間の関連性は，ピアソンの積率相関係数を用
いて評価した．相関係数の強さは Hopkins et al.（2009）
に準じた17）．解析には統計ソフト SPSS（version 27，
IBM，アメリカ）を使用し，有意水準は P < 0.05 とし
た．
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結果

　Shapiro-Wilk 検定の結果，1 周の総時間（W = 0.899, 
P = 0.054），ラップタイム（本塁－ 1 塁：W = 0.908, P 
= 0.081；1 塁－ 2 塁：W = 0.934, P = 0.226，2 塁－ 3
塁：W = 0.959, P = 0.573；3 塁－本塁：W = 0.951, P = 
0.437），握力（W = 0.963, P = 0.653），立ち幅跳び（W 
= 0.981, P = 0.961），立位体前屈（W = 0.947, P = 0.377），
およびプロアジリティ（W = 0.960, P = 0.593）の全て
の評価指標において正規性は棄却されなかった．そのた
め，全ての評価指標を平均値と標準偏差で表した．

ベースランニングタイム
　ベースランニングタイムの結果を表 1 に示す．本塁
－ 1 塁と比べ，1 塁－ 2 塁のラップタイムは有意に短
かった（P = 0.021, d = 0.66）．1 塁－ 2 塁と比べ，2 塁
－ 3 塁のラップタイムは有意に長かった（P < 0.01, d = 
0.88）．2 塁－ 3 塁と 3 塁－本塁のラップタイムに有意差
は認められなかった（P = 0.225, d = 0.33）．

表 1．‌�ベースランニングの総時間および塁間のラップタ
イム（秒）

1周 本塁－1塁 1塁－2塁 2塁－3塁 3塁－本塁

平均値 16.03 4.04 3.93* 4.05† 4.01

標準偏差   0.50 0.18 0.15 0.12 0.12

*：直前の塁間のラップタイムよりも短い，P < 0.05
†：直前の塁間のラップタイムよりも長い，P < 0.01

体力テスト
　表 2 に体力テストの結果を示す．

表 2．体力テスト結果

握力，
kg

立ち幅跳び，
m

プロアジリティ，
秒

立位体前屈，
cm

平均値 43.1 2.32 5.40 7.3
標準偏差 0.9 0.05 0.03 1.0

ベースランニングの総時間および塁間ラップタイムの相
関係数
　表 3 にベースランニングの総時間および塁間ラップタ
イムの相関係数を示す．ベースランニングの総時間と各

塁間ラップタイムとの間には，いずれも有意な非常に強
い正の相関が認められた（r = 0.84–0.91, P < 0.01）．各
塁間ラップタイムの間には有意な強いおよび非常に強い
正の相関が認められた（r = 0.58–0.80, P < 0.05）．

表 3．‌�ベースランニングの総時間および塁間ラップタイ
ムの相関係数

本塁－1塁 1塁－2塁 2塁－3塁 3塁－本塁
1塁－2塁 0.60**
2塁－3塁 0.71** 0.80**
3塁－本塁 0.58* 0.70** 0.72**
1周 0.86** 0.89** 0.91** 0.84**

*, **：P<0.05, 0.01

体力テストの指標間の相関係数
　表 4 に体力テストの指標間の相関係数を示す．握力と
立ち幅跳びの間には有意な強い正の相関が認められた

（r = 0.67, P = 0.002）．その他の指標間には有意な相関
関係は認められなかった．

表 4．体力テストの指標間における相関係数　　　

握力 立ち幅跳び プロアジリティ
立ち幅跳び 0.67**
プロアジリティ 0.05 -0.33
立位体前屈 0.25   0.02 0.04

**：P<0.01

ベースランニングタイムと体力テストの指標間の相関係
数
　表 5 にベースランニングタイムと体力テストの指標間
の相関係数を示す．それぞれの指標間において有意な相
関関係は認められなかった．

表 5．‌�ベースランニングタイムと体力テストの指標間の
相関係数

1周 本塁－1塁 1塁－2塁 2塁－3塁 3塁－本塁

握力 0.14 0.18 0.13 0.18 -0.01

立ち幅跳び -0.18 -0.18 -0.24 -0.07 -0.11

プロアジリティ 0.26 0.25 0.27 0.34 0.02

立位体前屈 0.08 -0.02 0.11 0.15 0.08
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考察

　本研究は，日本の大学生男子野球選手を対象として，
ベースランニング 1 周の総時間および各塁間ラップタイ
ムと簡便な体力テストとの関連を調査した．その結果，
ベースランニング 1 周の総時間と各塁間のラップタイム
には有意な正の相関が認められたが，走塁タイムと関連
があると想定した基礎体力とは有意な関連が認められな
かった．この結果は本研究の作業仮説を支持しないもの
であった．
　1 周のベースランニングにおける各塁間のラップタイ
ムについて，本塁－ 1 塁よりも 1 塁－ 2 塁の方が短かっ
た（表 1）．このことは，本塁－ 1 塁の走塁は静止した
状態から開始されるため 1 塁－ 2 塁のラップタイムより
も遅かったと説明できる．2 塁－ 3 塁のラップタイムは
1 塁－ 2 塁のラップタイムよりも長かった（表 1）．これ
は，3 塁到達までの運動時間が 10 秒を超えていたこと
から，無酸素性の ATP 供給の低下によるパワー発揮の
低下18）が影響していた可能性が高い．そして，ベース
ランニングの進行とともにパワー発揮の低下が進むにも
かかわらず 2 塁－ 3 塁と 3 塁－本塁のラップタイムが同
程度になったことは，本塁へ帰還する際は塁を回る技能
発揮が不要になることが影響していると考えられる．こ
れらのように，本研究の走塁タイムに見られた特徴は基
礎的な運動学と生理学の知見から説明できるため，本研
究の 1 周のベースランニングは典型的なデータセットで
あると捉えられる．
　側方プロアジリティテストはスポーツ庁の体力テスト
項目に含まれていないため比較できないが，本研究に参
加した被験者は 20–24 歳の平均的なデータ19）と比較す
ると，やや柔軟性が低いが握力と立ち幅跳びは遜色がな
かったと言える（表 2）．このような被験者において，1
周のベースランニングの総時間は各塁間のラップタイ
ムと有意な非常に強い正の相関があった（表 3）．また，
各塁間のラップタイムに有意な強いおよび非常に強い正
の相関があった（表 3）．このことから，ベースランニ
ングが速い選手は特定の塁間が速いのではなく各塁間全
般的に速いと言える．そして，握力と立ち幅跳びには有
意な強い相関があったが，その他の項目間には関連が認
められなかった（表 4）．したがって，筋力・瞬発力と
方向転換能力および柔軟性の指標は独立していると考え
られる．これらの結果に基づくと，ベースランニングタ

イムと関連する基礎体力が存在する可能性が十分に推察
される．しかし，本研究の結果において，これらの間に
有意な相関が認められなかった（表 5）．
　立ち幅跳びは下肢の瞬発力を反映する代表的な体力指
標であり，直線スプリント能力との関連が報告されてい
る1）．そのため，本研究においても立ち幅跳びと走塁タ
イムとの関連を予測したが有意な関連は認められなかっ
た（表 5）．ベースランニングには直線走だけでなく曲
線走が含まれる．この曲線走では，身体に生じる遠心力
に対応するための下肢関節運動の調整が必要となるこ
と7），ならびに曲線走中の左右脚の力発揮様式は直線ス
プリントとは異なることが報告されている8，9）．これら
の知見を踏まえると，身体的に成熟した野球選手におけ
るベースランニング 1 周のパフォーマンスは，下肢の瞬
発力よりも曲線走に対応する運動調整能力を含んだ走塁
技術に依存する割合が大きいと考えられる．また，本研
究で立ち幅跳びと走塁パフォーマンスとの関連が認めら
れなかった結果は，サッカー選手において曲線走能力が
垂直跳びや直線スプリント能力と必ずしも強く関連しな
いことを報告した研究10）と矛盾しない．
　本塁から 2 塁までの走塁を対象とした先行研究では，
走塁タイムが単純な直線速度ではなく，走行経路や塁
間における速度変化の影響を受けることが示されてい
る6）．つまり，複数塁をまたぐ走塁は，基礎体力だけで
なく，塁を回る際の減速および再加速と塁に触れる動作
を最適化するための走塁経路選択と走塁技術を含む複合
的なパフォーマンスである．本研究で取り扱った 1 周の
ベースランニングは 2 塁走をさらに拡張した運動課題で
あるため，減速および再加速の回数と塁に触れる動作の
影響が一層大きくなる可能性が高い．そこで本研究で
は，方向転換能力の影響が反映される左右方向へのプロ
アジリティテストを実施した．その結果，左右方向への
プロアジリティテストは他の体力テスト項目よりもベー
スランニングタイムとの関連が強かったが，有意な相
関は認められなかった（表 5）．プロアジリティテスト
は，方向転換能力を評価する代表的指標であり，競技パ
フォーマンスとの関連が報告されている20）．しかし，方
向転換能力は課題特異性が高く，一般的なテストが競技
中の動作特性を必ずしも反映しないことが指摘されてい
る11-13）．ベースランニングは，急激な切り返し動作では
なく比較的緩やかな曲線走が含まれる．この点で，180°
の方向転換を含むプロアジリティテストは走塁の動作特
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性と一致していない．つまり，走塁の動作特性が反映さ
れるようなフィールドテストが開発されれば，簡便に走
塁能力を精度よく予測できる可能性がある．
　小学生男子野球選手では，ベースランニングタイムと
立ち幅跳びおよびプロアジリティテスト間に中程度から
非常に強い相関が認められた5）．つまり，発育段階では
瞬発力や方向転換能力といった基礎体力が走塁パフォー
マンスに強く影響すると言える．しかし，身体的に成熟
した大学生男子野球選手ではこのようなの相関は認めら
れなかった（表 5）．したがって，大学生男子野球選手
は体力水準が一定程度に達しているため，基礎体力だけ
では走塁パフォーマンスが決定されず，走塁経路や走塁
技術6）の影響が強くなると考えられる．これらをまとめ
ると，野球選手の身体の発達段階に応じて走塁パフォー
マンスを高めるための要点が異なると言える．しかし，
曲線走7-9）や 2 塁までの走塁6）を対象とした運動学・運
動力学的研究のように選手の走塁パフォーマンスを評価
するには専門的な機材と知識が必須であり，選手や指導
者だけでは走塁のパフォーマンス評価が難しいという問
題がある．この点からも，簡便かつ走塁能力を精度よく
評価できるフィールドテストの開発は解決されるべき重
要な課題に位置づけられる．
　本研究にはいくつかの限界がある．第一に，対象者数
が限定的であり，ポジション別，競技歴，走塁経験の違
いを十分に考慮できていない．第二に，体力テストとし
て簡便な指標を採用したため，下肢筋力や神経筋制御の
特性が直接的に評価されていない．そして第三に，ベー
スランニング中の走行経路や塁に触れる動作といった技
術的要因を定量的に評価していない．これらの点につい
てはさらなる研究が必要である．

結論

　本研究は，日本の大学生男子野球選手において，ベー
スランニング 1 周の総時間および塁間ラップタイムが簡
便な体力テスト結果と有意な関連を示さないことを明ら
かにした．この結果は，身体的に成熟した選手の走塁パ
フォーマンスは，基礎体力よりも走塁における特異的な
技術要因に強く依存している可能性を示すものである．
今後は，走塁の技術的要因を評価可能なフィールドテス
トの開発が望まれる．
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